






 

 出生前診断の精度向上に関する研究には,ニつの approach が存在するその一

つは測定方法に関して超微量法を開発することであり,他は特定の疾患に関し

て診断の特異性を高めることである。今回は後者の問題を検討することにし,

最近漸く酵素学的異常が証明された Hunter 症候群を研究対象とした。本疾患、

は先天性代謝異常症の中でも数少い伴性劣性遺伝による疾患であり,酵素欠損

は iduronosulfate sulfatase と決定されている。 


